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災害研究過程で創語した学術用語
年(Year) 学術用語 Technical Terms

1986 災害の進化、田園災害、都市化災害、都 Disaster evolution, Rural Disaster,災害の進化、田園災害、都市化災害、都
市型災害、都市災害、災害文化

, ,
Urbanizing disaster, Urbanized disaster,
Urban disaster, Disaster culture

1988 減災 社会の防災力 ソフト防災 ハ ド Disaster reduction Social vulnerability1988 減災、社会の防災力、ソフト防災、ハード
防災、災害マネジメント

Disaster reduction, Social vulnerability,
Soft-countermeasure, Hard-
Countermeasure, Disaster management

1989 巨大災害 Catastrophic disaster

1995 複合災害、受容リスク、受忍リスク Compound disaster, Acceptable risk,複合災害、受容リ ク、受忍リ ク p p
Tolerable risk

1998 災害と貧困の悪循環 Vicious cycle of disaster and poverty

2003 スーパー広域災害、スーパー都市災害
防災戦略

Super-extensive disaster, Super-urban 
disaster, Disaster strategy

2005 最悪の被災シナリオ Worst damage scenario

2008 ユビキタス減災社会 Ubiquitous disaster reduction society

2010 生存避難 Survival evacuation
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東京圏の中枢機能評価

• 首都直下地震による被害額：112兆円

首都直下地震による震災瓦礫量 9 600万トン• 首都直下地震による震災瓦礫量：9,600万トン

• 上町断層帯地震による被害額：74兆円

上町断層帯地震 る震災瓦礫量 億• 上町断層帯地震にる震災瓦礫量：1億2,000万トン

害 が ば仮に、被害額が瓦礫量に比例するとすれば、首都直下
地震もよる被害額は、66兆円となる。したがって、112兆

46兆円円と66兆円の差である46兆円が中枢機能の価値とな

る。
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中枢機能とは

• ひと、もの、情報、財源というロジスティック
スで構成されているスで構成されている。

• 震災による中枢機能はネットワークを構成
している。したがって、被害もネットワーク
的である。

• そのために、防災・減災対策は部分最適
なものの集合ではありえない 全体を包含なものの集合ではありえない。全体を包含
するものである。
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「国難」としないために

• 最悪の被災シナリオが不可欠である。

• 最悪の被災シナリオをもたらす、「外力」 「社会

の脆弱性」「対策」において最弱点を見出すの脆弱性」「対策」において最弱点を見出す。
つまり、どこが攻撃されれば致命傷につながる
かを見出すことが大切であるかを見出すことが大切である。

• それぞれの項目の重要さの順番を決めること
が先決である。
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最悪の被災シナリオの重要性

• 組織と災害との距離を短くする．つまり他人
事でなくなる．

• 具体的な災害像をもつことができる つまり具体的な災害像をもつことができる．つまり，
イマジネーションが豊かになる．

災害予防と応急対応 復 復興 ずれ• 災害予防と応急対応，復旧・復興のいずれ
にも貢献できる．

• 複数ある対策の優先順位がわかる。
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バックアップ機能とは

• 最重要課題が出現したとき、二番手として
代替できる機能である。

• したがって 一番手が仮に部分被害であっしたがって、 番手が仮に部分被害であっ
ても、これを頼りにしてはいけない。

れは戦争 おける参謀本部 あり そ• これは戦争における参謀本部であり、その
代替機能を用意することである。
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東 本大震災 オプ東日本大震災やチャオプラヤ川の
洪水はん濫災害の反省洪水はん濫災害の反省

• 企業のBCPは円滑に作動しなかった• 企業のBCPは円滑に作動しなかった。

• 機能の早期回復と代替機能確保の2つが
重要であることに気がついていなか た重要であることに気がついていなかった。

• 代替機能とは、企業内と企業外の２つに存
在している。

• わが国は後者の視点が欠けていた。わが国は後者の視点が欠けていた。

• つまり、連携が視野に入っていなかった。
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東日本大震災で明らかになったBCPの課題 １東日本大震災で明らかになったBCPの課題 １

BCP策定済みの企業は増えたが，取り組みレベルにより有効性の評価が分かれた。

① 重要な業務の絞込み

BCPの大切な３要素

① 要な業務 絞込

② 重要な業務の目標復旧時間の設
定

③ 国・自治体の想定被害を踏まえた③ 国 自治体の想定被害を踏まえた

事業停止時間の想定

① を実施した企業

→約９０％が「十分機能した・一部問題
あり」

①を実施していない企業

→約５０％「ほとんど機能しなかった。」約５０％ ほとんど機能しなかった。」

単なる「災害対応マニュアル」の整備になってなかったか？

出所：2011年６月30日 株式会社野村総合研究所

「東日本大震災の影響とBCPに関するアンケート調査結果」

→BCPは理解されていたか？

単なる「災害対応マニュアル」の整備になってなかったか？

継続的に改善を図る取り組み（PDCA）→社員，企業の防災力が高まる効果9



東日本大震災で明らかになったBCPの課題 ２

「BCPが機能しなかった」 もう一つの理由：災害原因別BCPの限界

東日本大震災で明らかになったBCPの課題 ２

企 業

＜企業の多くが策定していた災害原因別BCPのイメージ＞

企 業

中核となる
重要業務を

地震BCP

風水害BCP

火災BCP
設備事故BCP

個別の災害の原因事象
を仮定したほうが具体的

に考えやすい重要業務を
早期復旧・

継続

風水害BCP

感染症BCP

設備事故BCP

テロBCP

に考えやすい

似たような計画がたくさん

企業価値の向上

似たような計画がたくさん
できてしまう

巨大な複合連鎖災害：地震BCPでは「想定外の連鎖」に対応できなかった。
→交通インフラの断絶，帰宅困難社員の続出，「計画停電」 etc
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BCPの大切なポイント

「想定外」を作らないために，災害の「原因事象」でなく「結果事象」で考える。

BCPの大切なポイント

「何が起こるか分からないから，停止する機能から検討を進める」

＜BCP策定における「機能停止型シナリオ」＞

重
要

経営資源 影響状況（例） 対策

意思決定する経営者と連絡がとれない。

＜BCP策定における「機能停止型シナリオ」＞

要
業
務
の
機

人員
意思決定する経営者と連絡がとれない。

従業員が５割しか出社できない。
個
別
に

建物 本社や工場が破損して使えない。

機
能
停
止

に
検
討

設備 主要製造設備や非常用電源が機能しない。

資金 当面のキャッシュフローに不足が生じる。

調達先 部品メ カ が被災し 当面の納入が期待できない調達先 部品メーカーが被災し，当面の納入が期待できない。

災害原因の想定規模でなく 最悪の「機能停止型シナリ災害原因の想定規模でなく，最悪の「機能停止型シナリ
オ」で検討することが必要 11










